
 

 

第 939回例会 2017年 5 月 23日 

   
 
司  会       中澤 信敏君 
開会点鐘       西澤 文登君 
斉  唱      「我らの生業」 
ビジター 
  米山奨学生       陳 海栄君 
委員会報告 
 ・会長エレクト   生川 秀樹君  
     次年度カレンダーについて 
プログラム   
 ・米山奨学生 挨拶 
 ・クラブアッセンブリー 
 ・20 周年記念講演会について  

 
 
 
堀込義雄と菅平硫黄鉱毒事件     
             西澤 文登君 

 急に夏になりまし
た。30 度以上の真夏
日が続いております。
熱中症にならないよ
うに注意しましょう。 

 今日は 2017 年度米山奨学生の陳海和 （チ
ン・パイ・ロン）さんがお見えです。六文
銭クラブが世話クラブを受け持ちます。カ
ウンセラーは西澤尚夫さんにお願いいたし
ました。後ほどご挨拶をいただきますが、

優秀な学生さんのお世話をできることは大
変光栄なことです。 
 いよいよ創立 20 周年記念事業の最後を
飾る講演会があと 1 か月に迫りました。ポ
スター、チラシもできあがりました。飯島
委員長、柄澤副委員長をはじめ企画委員会
の皆様、連日本当にありがとうございます。
有終の美を飾りたいものです。 
 講師の山極壽一先生をお迎えできること
は、共生社会の必要性を再確認するという
意味で大変重要なことです。きっと素晴ら
しいお話をしていただけることでしょう。
以前にも申し上げましたが、山極先生が京
都大学の総長でいらっしゃることに私は大
きな意義があると思っております。大正末
期から昭和初期にかけて上田自由大学で多
くの人が学びました。自由大学は 11 月から
翌年 4 月までの農閑期に開講しました。農
家の青年達に大学並みの教育をというのが
自由大学の目的の一つでしたが、いろいろ
な方が通ったようです。下道の芸者さんも 2
名いたということです。文学芸者と呼ばれ
なかなか人気があったそうです。小学校の
教師も多くいました。家の事情で高等学
校・大学への進学がかなわなかった人達に
は地元で受けられる大学教育は魅力的でし
た。そんな向学心に燃えた青年達に懇切丁
寧に講義をしていただいたのはほとんどが
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自由な学風の京都大学関係者でした。自由
大学で学んだ人達は後に各分野で世の中に
大いなる貢献をするのですが、その人達の
基礎にあるのは京都大学なのです。講師も
本気だったようで、1 年間のカリキュラム
を数週間の自由大学でしてしまったという
先生もおられたと聞きます。 
 上田自由大学で教えを受けた小学校の教
師の一人に蒼久保の堀込義雄がいます。教
師退職後、神川村の村長や県会議員などを
つとめ、第 8 代目の上田市長をやられた方
です。昭和 27 年（1952 年）6 月 17 日、
神川村長の堀込の所に驚くべき情報がもた
らされました。菅平で硫黄の試掘が通産省
の認可を得た業者によって行われていると
いうのです。情報提供者は県の出先機関、
上小地方事務所耕地課の坂口課長でした。
坂口課長も前日菅平の堤防点検をしていた
部下から聞いたばかりでした。坂口は前任
地の上高井地方事務所で米子鉱山による鉱
毒が稲作にもたらす悪影響とそれを取り除
く困難さを熟知していたのです。試掘は前
年の昭和 25 年 5 月から始まっていました。
地元の長村役場でも知らないうちに始まっ
ていたのです。 
 神川水系の清流は昔から流域の人達に飲
料水を提供し、灌漑用水として多くの人達
に恵みをもたらして来ました。もし硫黄の
鉱毒にやられてしまったらその影響ははか
り知りません。堀込村長はすぐ動きました。
関係の１市 10 村に呼びかけて菅平鉱毒対
策委員会をつくり、硫黄採掘の反対運動に
着手しました。結論から言いますとこの運
動は見事効を奏し、翌年昭和 28 年 10 月に
硫黄採掘は取りやめの決定がなされるので
すが、戦後の復興期、しかも朝鮮戦争で硫
黄の増産は国から求められていました。そ
んな時期に中止に持って行ったのはリーダ
ーとなった堀込の大局を見る眼が優れてい

たのだと思います。その眼は上田自由大学
での大学教育で培われたものです。上田自
由大学での教えは人をつくり、地元を救っ
ているのです。この運動がいかに優れてい
たかは別稿で述べたいと思います。 

 
 
 
 
             松澤 一志君 
1. RI より 
 ・the rotarian 6 月号 
 ・会員数に関する重要なお知らせ 

・会員数報告〆切が 7/1→6/30 に変更 
2. 米山奨学会より 
 ・4 月の寄付金傾向 
3.  地区事務所より 
 ・R 財団寄付金明細表 
4. 東信第一、第二 G ガバナー補佐様より 
  ・会員セミナーIM 参加御礼と DVD 送付 
5. AMU 様より 
  ・ 「国際交流フェスティバル」のお知らせ 
6. ひろくんを救う会事務局より 
 ・国内心臓移植のご報告 
7. 理事会より 
 ・5 月理事会議事録 
恵送 
1. 上田東 RC 様・・会報  
2.  「ちいさな親切運動」様 ・・冊子 春号 
全会員配布物 
1. 当クラブ会報 第 938 号 
2. 5-6 月度 プログラム 
3. 2017-18 年度 クラブカレンダー 
4. 記念講演会・懇親夜間例会会員案内状 
その他 
1. 20 周年記念誌原稿未提出の方は早めの

ご提出をお願いします。 
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田中 栄一君 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日 21 6 - 71.43％ 
前々回 22 4 2 91.91% 

西澤文登君 急に夏になりました。皆さん、
熱中症に注意しましょう！ 

北村久文君 暑い。本当に夏ですか。 

西澤尚夫君 暑いですね、もう腕は一皮む
けました。 

山崎芳雄君 この暑さ夏にはどうなってし
まうのでしょう！今日も自動
車の温度計は真夏日でした。 

杉山 裕君 もう夏ですね。 

飯島俊勝君 20 周年記念講演会が具体化
しました。ご協力をお願いし
ます。 

生川秀樹君 本日次年度のカレンダーを発
表します。みなさんのご意見
をお待ちしてします。 

松澤一志君 陳さん、大学院での研究頑張
ってください。 

斉藤惠理子君 陳さん、がんばって下さい。 

中澤信敏君 陳さんようこそ。よろしくお
願いいたします。 

宮澤広一君 陳さんよろしくお願いします。
頑張ってください。 

水野泰雄君 陳君～ようこそ！暑い日が続
きます～もう夏です。 

笠原 一洋君 田中 栄一君 
 

 

 米山奨学生 陳 海栄君 
(チン ハイロン)  

  一年間よろしくお願いいたします。 

信州大学 博士課程  

総合工学系研究科生命機能・ 

ファイバー工学専攻です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米山奨学生  陳  海栄君 

 カウンセラー 西澤 尚夫君 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学生オリエンテーションにて 

原ガバナーよりバッジを授与されました。 
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クラブアッセンブリー新旧合同引継ぎ会 

(2) 

先週に引き続き 2016-17年度役員・委員
の皆様に今年度の活動状況、反省点、次年
度への引継ぎについて発表をいただきまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出席・ニコニコ BOX 委員長 

田中 栄一君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
親睦・会場委員長 

水野 泰雄君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

奉仕プロジェクト部長・社会奉仕委員長 
北村 久文君 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロータリー財団委員長 

 西澤 尚夫君 

 

～20周年記念講演会について～ 
20 周年実行委員長 飯島俊勝君より 
講演会・懇親会についての概要説明 

 

 

 

 

 


